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社会全体に染み込んでいる社会的・文化的に作られたジェン
ダーを一つひとつ具体的に認識することからはじめ、それらを
なくす方法を提示し、男女の対等な関係を作り上げるために男
女共同参画推進セミナーを２回開催した。

２.男女平等をめざして（１月２１日）ワークショップ

建設用地

建設面積（延床面積）
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行革大綱の重点事項番号
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２回のセミナーの出席者の男女比が男性４８％、女性５
２％と男性の参加者の比率が上がってきた。
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実現するよう理解を深める。
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

１９９９年６月２３日に公布・施行された「男女共同参画社会基本法第９条」において、地方公共団体は男女共同参画社会
の形成の促進を図るために、地域の特性に応じた施策を策定し、地域住民に実施する責務を有するとされている。

男女共同参画推進セミナーの活動指標については、目標を達成できたが、参加者数においては、目標値に達しなかった
ので、今後は周知の徹底化を図る。

達成できた。男女共同参画の視点に立った学習機会をより多くの市民に提供することを主眼に置いて、市広報誌や行政
放送による広報の実施、そして、支所内企業に参加依頼の文章を送付してセミナー受講者数の増加を図るとともに、他
課の事業にもタイアップして推進セミナーを行った。

予算の大部分が講師謝金であり削減は難しいが、他の課の事業と協働して実施したことによって、理論を理解し、そして
実践につなげて行くという系統的な啓発ができた。
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あらゆる場に男女がともに参画する社会をつくる
目

男女の人権の尊重

コード 名            称

01

02

一般会計

総務費

03

01

19

101

35

260

191

目標

実績 30

250 250

H２２

2

Ａ 現状維持
男女が、等しく個人として尊重され、性別によらない多様な生き方が保障されるとともに、あらゆる場におい
て、共に責任を担いつつ個性と能力を発揮することができる社会を実現するために、これからも、普及のた
めの推進セミナーを開催し、啓発を行っていく。
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